
学　名 Quercus myrsinaefolia

別　名

＜白樫＞ 分　類 ブナ科コナラ属（常緑高木）

分　布 北海道、本州、四国、九州、朝鮮

用　途 公園樹、建築・機具材、薪炭、シイタケの原木
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森林の風 樹木図鑑　Ｎｏ．１１

シラカシ

山地に生え、高さ20㍍ぐらいになる。樹皮は帯緑黒色でなめらか。
葉は互生し、長さ4～13㌢の長楕円状披針形で、ふちに浅い鋸歯が
ある。やや革質で裏面は緑白色。4～5月、雄花序を垂らし、上部の
葉腋に雌花序を直立する。堅果は秋に成熟し、長さ1.5㌢の球形また
は広楕円形。殻斗は浅い椀形で6～8個の総苞片の環があり、無毛。


